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研究成果の概要（和文）：摂食嚥下リハビリテーションにおいて、口唇閉鎖訓練は高頻度に行われるが訓練方法
や基準値は定まっていない。本研究では健常者145名、嚥下機能が低下した患者53名を対象として、本邦で入手
可能な口唇閉鎖力測定装置2種を使用し、Lip Sealing Strength(LSS)とLip Closing Strength（LCS)と最大舌
圧、オーラルディアドコキネシス、サルコペニアの関係を検討した。を評価した。健常者のLSSは11.5[9.9-13]
N, LCSは11.4[8.6-14.3]N, LSSとLCSの回帰式は LCS= 0.94X LSS + 0.6、嚥下障害、サルコペニアで低下を認め
た。

研究成果の概要（英文）：Lip closure training is frequently performed in wallowing rehabilitation, 
but neither the training method nor the standard values have been established. In this study, we 
examined the relationship between Lip Sealing Strength (LSS) and Lip Closing Strength (LCS), maximal
 tongue pressure, oral diadokokinesis, and sarcopenia in 145 healthy subjects and 53 patients with 
impaired swallowing function. LSS was 11.5 [9.9-13] N and LCS was 11.4 [8.6-14.3] N in healthy 
subjects, and the regression equation between LSS and LCS was LCS = 0.94X LSS + 0.6. LSS and LCS 
decreased in dysphagia and sarcopenia

研究分野： 摂食嚥下障害

キーワード： 口腔機能　口唇閉鎖力　サルコペニア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦では口唇閉鎖力を測定する機器が2種類あり、各々がターゲットとする口腔周囲筋は同一ではないが、両測
定器で得られる値に大きな差はないと思われ、異なる研究間での比較を可能とした。LCS、LSSともに嚥下障害患
者では、健常者と比較して有意に低下することから、摂食嚥下リハビリテーションにおける口唇閉鎖力の強化訓
練の意義が確認された。また、サルコペニアを伴う患者群では、LCSの方がサルコペニアの診断に関連する握力
や下腿周囲長との関連が高いことから、サルコペニアの嚥下障害の指標としてのLCSの有用性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

摂食嚥下障害に対するリハビリテーションにおいて、口腔周囲の組織の運動や感覚機能を促
し、誤嚥のリスクを予防、軽減することを目的とした間接訓練（基礎訓練）は、リスクが少ない
ため疾患や急性期・回復期・維持期を問わず、嚥下障害患者の大多数に適応になる。日本摂食・
嚥下リハビリテーション学会による「訓練法のまとめ（2014 年版）」には、本邦で行われている
基礎訓練方法 49 項目が列挙されているが、同時に訓練法について、「現実的にエビデンスのあ
る論文は少ない」と明記されている。つまり、摂食嚥下障害のリハビリテーションとして広く認
識されている訓練方法も、訓練回数や訓練の到達目標の設定などは、経験的に行われているのが
実状である。 
全国の摂食・嚥下障害領域の認定言語聴覚士 254 名、摂食・嚥下障害看護認定看護師 616 名

を対象とし、前述の 49 項目の嚥下訓練法について、日常診療上での訓練を行う頻度、実施の容
易さ、受容性、有効性に関するアンケート調査を実施した先行研究の結果、「口唇・舌・頬の訓
練」、「口唇の閉鎖訓練」は、日常診療上で実施する頻度が第 1 位、第２位であり、頻度の高い間
接訓練であることが明らかになった。また、予備的研究として、嚥下機能改善を目的とした口唇、
舌、頬の運動訓練に関する検討を行い、文献検索エンジンを用いて研究報告を網羅的に収集し考
察を加え発表を行った（2018．中島．嚥下障害に関連する口腔機能低下とその対応．日本咽頭科
学会）。その結果、舌に対する強化訓練法は、Yeates、Lazarus、Robbins、Steele らによる筋力
や筋量の増加を伴う訓練方法に関する複数の報告やレビュー(2017)も発表されおり、舌筋力の増
加と嚥下能力の改善の関連が示されていた。しかし、口唇・頬に対する訓練と嚥下機能に関する
報告は、ほとんどないことが分かった。つまり、口唇や頬に対する訓練法は本邦で嚥下障害のリ
ハビリテーションとして普及率が高いにも関わらず、適応、効果、方法に関する学術的な裏づけ
と検討がまだ十分になされていない。訓練方法の根拠や意義が不明確なことは、リハビリテーシ
ョンプログラムの立案や到達点の設定において大きな問題である。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、口唇や頬の筋力と嚥下機能の関連を明らかにすることである。渉猟し得た限
りでは、口唇閉鎖訓練、口唇訓練として、自動運動（口唇伸展、口唇突出、口角引き）、抵抗運
動（舌圧子などを口唇で挟んで保持、ボタンプル、パタカラなどを用いた訓練）がある。これら
の異なる口唇閉鎖方法から得られる定量的評価値を、同様に解釈をしてよいのかも不明である
ため、基盤の研究として本邦で一般的に入手可能な計測機器を用いて計測できる、異なる手法に
より得られた口唇閉鎖力の定量的関係を示すことも必要であり、本研究の目的とした。 
また、近年、嚥下障害の一因として考えられているサルコペニアによる摂食嚥下障害の診断に

おいて、現在唯一、舌圧が嚥下に関連する筋力低下の評価において指標にされているが、サルコ
ペニアによる嚥下障害の診断精度の向上にあたって、口唇閉鎖力が指標となり得るかについて
も検討することを目的とした。本研究を礎とし、運動生理学やトレーニング学の理論に基づいて
口輪筋および頬筋を中心とした口唇周囲筋に対するレジスタンストレーニングの効果を検証し、
その結果から、根拠に基づく嚥下障害の間接訓練としての具体的方法の提言につながる研究が
導かれることを期待した。 
 
３．研究の方法 

 対象は当院歯科口腔外科を受診した摂食嚥下障害の既往がない常食摂取者（健常群）146 名（男
性 92 名，女性 53 名，平均年齢 75.7±5.6 歳），嚥下機能が低下した入院患者 53 名（男性 37 名，
女性 16 名，平均年齢 75.7±9.6 歳）とした。嚥下機能の低下の基準には Functional Oral Intake 
Scale を使用し、Level 3 以下（経口摂取なし、経管栄養などの補助栄養に依存している者）を
嚥下機能低下者とした。また、筋力に影響を及ぼし得る疾患の既往（脳血管障害、神経筋疾患）、
指示に対する理解が十分でない者は、研究対象から除外した。 
口唇閉鎖力は口唇閉鎖力測定器（りっぷるくん，松風）を用いて Lip Seal Strength (LSS)を，

口唇力測定器（リップデカム，コスモ計器）を用いて Lip Closure Strength (LCS)を測定した。
また、最大舌圧，オーラルディアドコキネシス（OD）/ta/，握力，下腿周囲長の評価を行った。
サルコペニアの診断にあたっては、アジア・サルコペニアワーキンググループの基準に基づき、
握力および下腿周囲長の両者が基準を下回った者をサルコペニアと定義した。 
 健常者群、嚥下機能低下群における、LSS、LCS、握力、下腿周囲長、年齢の差については、Mann-
Whitney U 検定を、LSS,LCS,握力、下腿周囲長、年齢間における相関関係については、スピアマ
ン相関係数を算出した。また、LSS と LCS の関係性については回帰式を求め、いずれも p<0.05 を
統計学的に有意とみなした。 
 
 



４．研究成果 
 
本研究対象の健常者のうちサルコペニ

アに該当し者は 45 名、サルコペニアに非
該当者は 100 名であった。一方、嚥下機能
低下者のうちサルコペニアに該当した者
は 38 名、サルコペニア非該当者は 15 名
であった。 
健常者の LSS の中央値は 11.5［9.9 - 

14］N、LCS の中央値［IQR］11.4［8.6 - 
14.3］N。嚥下機能低下者の LSS の中央値
は 10.4［7 - 11.9］N、LCS の中央値は 8.1
［4.7 - 12.4］N であった。LSS 値と LCS
値は高い相関を認めた。健常者では
r=0.55、p<0.05、回帰式は LCS=0.94×
LSS+0.60、嚥下機能低下者では r=0.71、
p<0.05、LCS=0.92×LSS-0.50 であった。
LSS、LCS、最大舌圧値、握力、下腿周囲長
の値は、健常者より嚥下機能低下者で有
意に低かった(表１)。両群とも LSS、LCS
は最大舌圧値、握力、下腿周囲長と有意な
相関を示したが、最大舌圧値、握力との相
関係数は LCS の方が高かった。嚥下昨日
低下者のサルコペニア群では、LCS が有意
に低かった。 
 
 
考察および結論  
これまでの研究で、嚥下障害の治療に口唇力トレー

ニングが利用可能であることが示されているが、平均
値や目標値を示した研究はない。その理由として、口
唇力の測定方法が統一されていないことがその一因と
考えられる。本研究の目的の一つは、異なる測定シス
テムから得られた値の解釈を容易にするために、本邦
で使用可能な 2 つの測定方法の値を換算できるように
すること、およびそれらの相違の解釈をおこなうこと
である。 
本研究により、LSS と LCS の間には直線的な関係が

あり、その勾配はほぼ 1 に等しいことが示唆された。
すなわち、異なる測定方法であり、各々の口唇閉鎖力
の遂行に必要な口腔周囲筋は異なると考えられるが、2
つ異なる口唇閉鎖力測定方法により得られた定量値は
同等に解釈が可能と考えられる。一方で、嚥下機能低下
者群では、LCS が LSS よりも小さい傾向にあることから、
LCS の方が嚥下との関連がわずかに強い可能性がある。 
LSS と LCS の値はともに、最大舌圧値、握力、下腿周囲長と相関していた。両者を比較した場

合、LCS は骨格筋力とより強い相関を示し、口腔領域のサルコペニアの評価には、LCS の方が適
している可能性がある。サルコペニアに伴う嚥下障害は、全身の骨格筋量、筋力の低下、および
嚥下関連筋のサルコペニアによる嚥下障害と定義される。現在のところ、最大舌圧値が嚥下関連
筋力低下を評価する唯一の診断基準とされている。しかし、今後、LCS を評価基準に取り入れる
ことで、サルコペニア性嚥下障害の診断精度が向上する可能性がある。本研究により、LCS の増
加を目的とした筋力トレーニングがサルコペニアによる嚥下障害に対する訓練として、有効で
ある可能性を示すことができた。 
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